
平 成 30 年 12 月



平成31年度 教職大学院（教育学研究科 教育実践専門職高度化専攻）試験期日等日程

・一般選抜
・現職教員選抜

入学願書受付期間

試 験 期 日

合 格 発 表

入 学 手 続 日

入学資格審査申請期間　　平成31年1月11日（金）～ 15日（火）

（注） 問い合わせ受付時間は，平日の9時から17時まで（休憩時間12時から13時を除く）です。

○「入学試験」に関する問い合わせ先　

学務部入試課　　〒184‒8501 東京都小金井市貫井北町4‒1‒1　　☎042‒329‒7203

○「カリキュラム，履修基準，教員免許取得方法等」に関する問い合わせ先

学務部学務課大学院室　　〒184‒8501 東京都小金井市貫井北町4‒1‒1　　☎042‒329‒7707

問い合わせ先

平成31年1月23日（水）～1月25日（金）※8頁参照

平成31年2月16日（土）

平成31年3月 7日（木）

平成31年3月18日（月）
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〇アドミッション・ポリシー（入学者の受入の方針） 

【教職大学院（教育学研究科教育実践専門職高度化専攻）】 

教育実践専門職高度化専攻（教職大学院）は，教科等の指導や現代的教育課題に

対する取組において，教職員・保護者・地域の人々・専門家と協働して問題解決に

あたることのできる高度な実践的指導力を備え，学校や地域の教育活動においてリ

ーダーとなる教員（スクールリーダー）を養成することを目的とし，以下のような

人々を求めている。 

1. 教科等の専門的知識と基礎的な実践力，向上心を有する大学卒業予定者あるい

は社会人で，高度な実践的指導力を備えたスクールリーダーを志す人

2. 学校における豊かな教育経験に裏付けられた専門的知識と実践力，現代的な教

育課題に対して強い解決への意欲を有する現職教員で，高度な実践的指導力を

備えたスクールリーダーを志す人

入学者選抜においては，教職大学院において学ぶ上で必要とされる実践力等を有

しているかを判断するために，小論文，専門試験，面接，出願書類により総合的に

評価を行う。 



                            

3 
 

 

１． 募集人員 

専 攻 入学定員 プログラム サブプログラム 

募 集 人 員 

・一般選抜   
・現職教員選抜 

教育実践専門職

高度化専攻 

 

210 名 

学校組織マネジメント 

（注１） 
 

３２名 

総合教育実践  

教科領域指導 

理科教育 

音楽教育 

幼児教育 

特別支援教育高度化  

教育プロジェクト 

国際理解・多文

化共生教育 

環境教育 

合  計 ３２名 

(1) 志願者は，志望するいずれか１つのプログラム・サブプログラムに限り出願することができます。 

(2) 入学者選抜は，一般選抜，現職教員選抜のいずれかによります。 

 

(注１) 学校組織マネジメントプログラムは，現在，教員として在職中の者（ただし，任期付き雇用の者又は入学

後に退職予定の者を除く）のみ出願することができます。 
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２． 出願資格 

基礎資格を有し，かつ，選抜区分ごとの出願要件を満たしている者 

（1） 基礎資格 

次の①から⑧のいずれかに該当する者 

① 日本の大学を卒業した者又は平成 31 年 3 月までに卒業見込みの者

② 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 104 条第 4 項の規定により学士の学位を授与された者

又は平成 31 年 3月までに授与される見込みの者

③ 外国において，学校教育における 16 年の課程を修了した者又は平成 31 年 3 月までに修了見込

みの者

④ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における 16 年の課程を修了した者又は平成 31 年 3月までに修了見込みの者

⑤ 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者又は

平成 31 年 3 月までに修了見込みの者

⑥ 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了

した者又は平成 31 年 3月までに修了見込みの者

⑦ 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5号参照）

⑧ 本学大学院教育学研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で，平成 31 年 3月 31 日までに 22 歳に達する者

（注）上記の資格⑧で出願しようとする者は，事前に個別の入学資格審査を受けなければならないので，

8 頁の「５.『2.出願資格の(1)の⑧』により出願しようとする者の資格認定について」により申請

書類を提出してください。 
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（2） 選抜区分ごとの対象者及び出願要件 

選抜区分 対象者 出願要件 

一般選抜 

大学新卒者，

社会人等 

（下記に該当す

る者を除く） 

次の①又は②に該当する者 

① 教育職員免許法第 4 条第 2 項に定める普通免許状（1 種）を

有する者又は平成31年3月までに取得見込みの者 

② 教育職員免許法第 4 条第 2 項に定める普通免許状（2 種）を

有する者であって，初等中等教育において 10 年以上の教職経

験（注 1）を有する者又はそれに準ずる社会経験を有すると認

められる者（注 2） 

現職教員選抜 

現職教員又は

教育関係諸機

関に在職して

いる者 

次の①及び②に該当する者 

① 在職のまま入学を希望する常勤の者（ただし，任期付き雇用

の者又は入学後に退職予定の者を除く）で，次のア又はイのい

ずれかに該当する者（注 3） 

ア 学校教育法第 1 条に規定する学校の教員 

イ 教育公務員特例法第 2条に規定する教育公務員 

② 教育職員免許法第 4 条第 2 項に定める普通免許状（１種）を有

する者 

 又は教育職員免許法第 4 条第 2 項に定める普通免許状（2

種）を有する者であって初等中等教育において 10 年以上の教

職経験（注 1）を有する者 

（注 1）一般選抜，現職教員選抜の出願資格において，経験年数の算出は，入学時点（平成 31 年 4 月 1 日現

在）において，勤務形態が常勤又は常勤の職員と同等である非常勤の職にあった期間を指す。なお，

1 か月未満の期間がある場合は 1 か月に切り上げて算出する。休職した期間がある場合にはその期間

を除く。 

（注 2）一般選抜の出願資格において，初等中等教育における 10 年以上の教職経験に準ずる社会経験を有す

ると認められる者とは，教職大学院で学ぶ上で基礎となる 10 年以上の実務経験を有すると本学が認

める者（例 保育士，看護師，保健師，助産師）を指す。 

（注 3）現職教員には，大学院修学休業制度等により休業中（予定）の者を含む。 
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３． 標準修業年限 

２ 年 

なお，現職教員選抜の志願者のうち「1 年履修プログラム」による履修を認められた者は，1 年で修

了することができます。
※
 

 

※ 11 頁の「8．現職教員等に対する特例等」参照 

 

 

４． 出願手続 

（1） 選抜に係る出願書類等 

書類等の名称 提出該当者 摘 要 

① 出願書類等提出明細票 全員 本学所定の用紙 

② 入学願書 全員 本学所定の用紙 

③ 受験票・写真票 全員 本学所定の用紙 

④ 

入学検定料（30,000 円）  

入学検定料納入確認票 

 

上記金額を改定することがありま

す。 

全員 

入学検定料を銀行等窓口で払い込みした場合は「入学検定料納入済票（大学提出

用）」を，またコンビニエンスストアで払い込みした場合は「収納証明書」を入学検定料

納入確認票の所定の欄に貼付すること。 

※詳細は，「（２）入学検定料について」を参照 

⑤ 卒業（見込）証明書【学部】 全員 出身大学の学長又は学部長が作成したもの 

⑥ 成績証明書【学部】 全員 出身大学の学長又は学部長が作成したもの 

⑦ 
教育職員免許状授与証明書 

又は取得見込証明書 

全員 

 

都道府県教育委員会が発行する教育職員免許状授与証明書（教育職員免許状のコ

ピーは受理しません。）又は出身大学が発行する取得見込証明書 

（5 頁に記載の出願要件を満たすことが確認できる普通免許状（１種）にかかる証明書

を提出すること） 

⑧ 面接調査書 全員 本学所定の用紙 

⑨ 課題研究計画書 全員 本学所定の用紙 

⑩ 教職に関する課題文 全員 本学所定の用紙 

⑪ 
教育実践研究履歴申告書 

（報告書等を含む） 

現職教員選抜志

願者 

本学所定の様式 

記入例を参照して作成すること。また，教育実践研究履歴のうち代表的な報告書等

（原本又はコピー等）５点以内を提出すること。提出された報告書等は返還しない。 

⑫ 在職証明書 右欄摘要のとおり 

本学所定の用紙  

次のいずれかに該当する者は，所属長の作成したものを提出すること。 

１．一般選抜に出願する社会人等で，在職のまま本学大学院に入学しようとする者 

２．現職教員選抜志願者  

⑬ 戸籍抄本等 改姓した者 
各証明書等と現在の姓が異なる場合は，改姓の事実が確認できる証明書等を提出し

てください。 

⑭ 名票 全員 本学所定の用紙 

⑮ 受験票送付用封筒 全員 長形３号の封筒を用意し郵便番号・住所・氏名を明記し 362 円分の切手を貼ること。 

⑯ 実務の状況に関する申立書 

現職教員選抜志

願者又は一般選

抜の該当者 

本学所定の用紙 

「8．現職職員等に対する特例等」を参照 

⑰ 入学後の実習に関する予備調査 一般選抜志願者 本学所定の様式 

⑱ 
入学後の修学方法に関する予備

調査 

現職教員選抜志

願者 
本学所定の様式 
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（注）１．証明書類は原本を提出してください。証明書類の原本が提出できない場合は，入試課へお問い合わせください。 

２．出願資格（１）の②により出願する者は，学位授与証明書又は学位授与申請受理証明書を提出してください。 

３．成績証明書について， ４ 年間の大学教育を ２ つ以上の学校にまたがって終えた場合は，在籍した全ての

学校について提出してください。 

４．在職証明書について，一般選抜及び現職教員選抜志願者で 現職教員等に対する特例等を希望する者

は， ５ 年分以上の証明書（複数枚になる場合は在職証明書（本学所定の用紙）をコピーして使用すること）を提

出してください。 

５．日本語又は英語以外の言語で作成された証明書には，日本語訳又は英語訳を必ず添付してください。 

６．その他必要に応じて証明書等の提出を求める場合があります。 

（2） 入学検定料について 

① 次のいずれかの方法で入学検定料を納入してください。

（ア）銀行等（ゆうちょ銀行は不可）窓口で支払う場合 

・ 本学所定の入学検定料振込用紙（入学検定料振込依頼書）により，入学検定料 30,000 円

を指定の口座に振り込んでください。なお，振込手数料は自己負担となります。 

・ 必ず銀行等（ゆうちょ銀行は不可）の窓口で振り込み，ＡＴＭ（現金自動預払機）は利用

しないでください。 

・ 振り込み後，「入学検定料納入済票（大学提出用）」（銀行等の収納印の無いものは無効

とする）を必ず入学検定料納入確認票の所定の欄に貼付してください。 

（イ）コンビニエンスストアで支払う場合 

・ セブン-イレブン, ローソン，ミニストップ，ファミリーマートで入学検定料 30,000 円を

支払うことができます。店内にある情報端末機を操作の上，必ずレジにてお支払いくださ

い。なお，振込手数料は自己負担となります。 

・ コンビニエンスストアの店内にあるＡＴＭ（現金自動預払機）は利用しないでください。 

・ 振り込み後，コンビニエンスストアのレジから受け取る「収納証明書」を必ず入学検定料

納入確認票の所定の欄に貼付してください。 

・ 情報端末機の操作手順は，「入学検定料支払方法のご案内」を参照してください。 

② 一旦納入した入学検定料は，次の場合を除き返還しません。

（ア）出願書類が受理されなかった場合 

（イ）入学検定料を振り込んだが出願書類を提出しなかった場合 

（ウ）入学検定料を誤って二重に振り込んだ場合 

※ 入学検定料の返還について 

○ア  上記(ア)に該当する場合 

出願書類を返送する際に，入学検定料の返還請求手続き方法について同封するので，それ 

により返還請求手続きをしてください。 

㋑ 上記(イ)又は(ウ)に該当する場合 

速やかに本学経理課（TEL：042-329-7143）に連絡し，入学検定料の返還請求手続きをし

てください。なお，連絡が無い場合や返還請求手続きが無い場合は，返還できないので注

意してください。 

※ 入学検定料の免除について 

震災及び台風等（激甚災害指定）で被災した志願者に対して，入学検定料の免除措置を行いま

す。 

詳しくはウェブサイト（http://www.u-gakugei.ac.jp/02nyushi/menjo.html）をご覧ください。 
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（3） 出願方法等 

① 出願は郵送に限ります。

志願者は，出願書類を一括して，角型２号の封筒に入れて，出願期間中に「書留速達」で送ってく

ださい。 

なお，封筒の表にはこちら 

《http://www.u-gakugei.ac.jp/nyushi/upload/9862652716ec4106ce318c3616c0f392595dbb30.pdf》
をプリンターからＡ４で出力したものを貼付して郵送してください。 

（注）１．⑪に添付する報告書等は別便でもかまいません。別便とした封筒には，必ず氏名を記

入のうえ，「教職大学院 教育実践研究履歴申告書」と明記して，「東京学芸大学入試

課」あてに郵送してください。

２．出願書類等に不備があり，連絡が取れない場合は出願書類を受理しません。

３．出願書類受理後は，記載事項の変更を認めません。また，受理した出願書類等は返還

しません。

４．出願手続きに不正があった場合は，入学許可の後でもこれを取り消します。

② 出願期間 （入学願書受付期間）

平成 31 年 1 月 23 日（水） ～ 平成 31 年 1 月 25 日（金）

（1 月 25日以前の発信局消印のある書留速達に限り受理します） 

（4） 受験票等の発送 

「受験票」及び「受験者心得」は2月8日（金）に発送します。2月 13 日（水）までに届かない場

合は，入試課まで問い合わせてください。 

５． 『２．出願資格の(1)の⑧』により出願しようとする者の資格認定について 

本学大学院教育学研究科への入学資格審査を申請する者は，事前に入試課へ問い合わせのうえ，

下記の書類①～⑥を一括して，申請期間中に東京学芸大学入試課あてに 「書留速達」 にて郵送 （必

着） してください。 

申請期間 

平成 31 年 1 月 11 日（金）～ 平成 31 年 1 月 15 日（火） 

申請先 〒184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1 東京学芸大学入試課 

書類等の名称 摘 要 

①入学資格審査申請書 本学所定の用紙（※） 
取得免許状等諸資格については，証明書を添付すること。 

②成績証明書及び卒業（見込）
証明書

高等学校卒業後の学歴に関するものすべてを提出すること。 
（出身学校の学校長，学長又は学部長が作成したもの） 

③在職証明書（該当者のみ） 本学所定の用紙（※） 

④教育研究歴・活動歴・学習歴
申立書（該当者のみ）

教育研究歴，芸術・スポーツ・文化活動歴もしくは国際団体等での活動
歴又は学習歴がある者は，本学所定の用紙（※）へ記入のうえ提出する
こと。 
（教育研究歴，活動歴等がある者は，それを証明できる書類を提出のこ
と） 

⑤教育研究業績等一覧 本学所定の用紙（※）に，教育研究業績，活動実績又は学習内容を記入
のうえ，教育実践記録，口頭発表，研究論文，競技記録，発表記録，表
彰等がある者は，その写しなど証明できるものを添付して提出するこ
と。（業績等のない者もその旨を明記し，提出すること） 

⑥返信用封筒 郵便番号・住所・氏名を明記し，362 円分の切手を貼付した長 3形封筒 
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なお，この他に必要に応じて証明書等の提出を求める場合があります。提出された書類等は返還
しません。 
入学資格の審査結果は，申請者に対し， 1 月末まで（予定）に文書により通知します。 
 
※ 入学資格審査申請書等（本学所定の用紙）は，ウェブサイト上の用紙をプリントアウトして

申請してください。 
《http://www.u-gakugei.ac.jp/nyushi/shushi/sikaku.html》 
 

 

問い合わせ先  東京学芸大学入試課 

          電話 042-329-7203 （平日 9時～12 時 13 時～17 時） 
 

 

６． 受験に際して配慮を必要とする者の事前相談 

（１）障がいがある等の理由で，受験上及び修学上配慮を必要とする者もしくは不安を感じる者は，

出願に先立ち相談締切日までに事前相談申し出書（診断書等関係書類添付）を提出し，あらか

じめ本学と相談のうえ出願してください。（なお，内容によっては対応に時間を要する場合も

あるので，可能な限り早期に申し出てください） 

（２）障がい等のある志願者が，選抜の際に不利に扱われることはありません。 

（３）事前相談申し出書には次の内容を記載してください。（様式は問いません） 

  ①志望するプログラム・サブプログラム名 

  ②障がい等の種類・程度 

  ③受験上及び修学上配慮を必要とする事項 

  ④大学等でとられていた特別措置 

  ⑤日常生活の状況 

  ⑥その他参考となる事項 

（４）相談締切日 

         平成 31 年 1月 15 日（火） 

（５）問い合わせ先  東京学芸大学入試課 

           〒184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1 

           電話 042-329-7203（平日 9時～12 時，13 時～17 時） 
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７． 選抜方法等 

（1） 選抜方法 

第２次募集においては，「面接試問」，「出願書類」により総合して行います。 

なお，面接試問には専門的事項，実技が含まれることがあります。 

（2） 合否判定基準 

合否判定は，（１）で実施された結果を基に総合的に判定します。 

大学院教育学研究科では，面接試問・出願書類の成績が本研究科の定めた得点基準に達していな

い場合，不合格とします。 

（3） 配点 

面接試問・出願書類 100 点 

（4） 面接試問の日程及び内容等 

① 面接試問の日程及び内容

② 現職教員選抜の受験者，一般選抜の該当者には，面接試問終了後，引き続き，「実務経験によっ

て実習 8 単位を修得したものとみなすことができる」かを判断するための面接を行います。

③ 面接試問等会場

東京学芸大学 （東京都小金井市貫井北町 4-1-1）

※ 各自の試験室等は，試験前日午前 10 時に東京学芸大学の所定の掲示板に掲示します。ただし，

試験室には入れません。 

※ 試験当日は，正門から入構してください。 

試験期日 試験時間 試験科目 対象となる選抜区分 

平成 31 年 

2 月 16 日（土） 
10：00 ～ 面接試問 一般選抜・現職教員選抜 
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８．現職教員等に対する特例等 

（１）実務経験による実習単位の一部免除について 

教員として 5 年以上の勤務経験を有する者は（※１），審査（※２）により実習（「教職専門実習」）

10 単位のうち 8 単位を免除します。 

※１ 5 年以上の勤務経験とは，平成 31 年 4 月 1 日現在，通算して 5 年以上であることを指しま

す。経験月数が 1 ヶ月未満の場合は，1 ヶ月に切り上げて計算します。非常勤講師や任期付

き雇用の期間，休職（休業）期間は，経験年月数に参入しません。

なお，一般選抜の志願者については，平成 31 年 3 月末時点で教職を離職後 5 年以内の場合

に限ります。

※２ 審査は，「実務の状況に関する申立書」と，入学者選抜試験の面接試問後に実施する面接

により行います。この審査は，入学選抜の合否には関係しません。

（２）1 年履修プログラムの履修の可否について 

「1 年履修プログラム」とは，現職教員選抜の志願者を対象として，主として教育実践等の実務

の経験について審査し，また，上記(1)の「実習 8 単位免除」が認められることによって 1 年間の在

籍で修了できるプログラムです。

常勤の現職教員として 5 年以上の勤務経験（上記(1) ※１の経験年数の算出方法による）を有す

る者は，「1 年履修プログラム」の履修を希望することができます。 
履修の可否の審査は，上記(1)の審査と併せて行います。 

９． 合格者の発表 

平成 31 年 3 月 7 日（木）  午前 10 時 

東京学芸大学構内の所定の掲示板に掲示するとともに，合格者には合格通知書等を郵便で発表当

日に発送します。 

なお，電話等による問い合わせには一切応じません。 

また，発表日から 5 日間に限り，本学ウェブサイト上で合格者受験番号一覧を掲載します。ただ

し，これは補助的なサービスなので，必ず，学内掲示板又は本学から郵送する合格通知書で確認し

てください。 

教育学研究科入試情報<<http://www.u-gakugei.ac.jp/nyushi/shushi/index.html>> 

10． 入学手続 

所定の諸経費を納入し，郵送により必要書類を提出すること。 

「書留郵便」により，平成 31 年 3 月 18 日（月）必着とする。 

なお，期間内に入学手続きを完了しない者は，入学を辞退したものとして取り扱います。 
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11． 諸経費 

（1）入学料 282,000 円 

（2）授業料 267,900 円（春学期分） 

 535,800 円（年額） 

（注） ① 入学料及び授業料は，改定することがあります。 

 ② 一旦納入した入学料は返還しません。 

 ③ 春学期分の授業料について，上記入学手続期間に納入しない場合は，平成 31 年 4 月 1

日から 4 月 30 日までの間に納入してください。 

 ④ 授業料の納入については，希望により春学期分の納入の際に秋学期分も合わせて納入

することができます。 

 ⑤ 在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。 

 ⑥ 授業料については，入学手続きを行った者が平成 31 年 3 月 31 日までに入学を辞退し

た場合には，納入した者の申し出により，当該授業料相当額を返還します。 

  

 

12． 留意事項 

（1） 受験に関する照会は，照会の内容と，返信用封筒（定形）に自己の郵便番号・住所・氏名を明

記し，362 円分の切手（速達）を貼ったものを同封のうえ，「東京学芸大学入試課」あてに送っ

てください。 

（2） 受験のための宿泊施設のあっせんは行いません。 

（3） この募集要項に記載されていることについて変更が生じたときは，必要に応じて出願者に通知

等を行うことがあるので留意してください。 

（4） 試験当日に最寄りの駅から試験場周辺にかけて，勧誘や販売等をしている者がいることがあり

ますが，それらの行為は，東京学芸大学とは全く関係ないので十分注意してください。不当な

料金を請求される等のトラブルに巻き込まれても本学は一切責任を負いません。 

 

13． 入学試験成績の開示 

平成 31 年度入学者選抜試験の不合格者に対して，本人の請求に基づき各受験科目の得点を開示

します。 

① 請求期間・方法 平成 31 年 3月（予定）・郵送（平成 31 年 3 月末(予定)の消印有効） 

② 必要書類 

ア．開示請求書  本学所定の用紙（ウェブサイト上の用紙をプリントアウトして使用） 

《http://www.u-gakugei.ac.jp/nyushi/shushi/jouhou.html》 

平成 31 年 2 月中旬 掲載予定 

イ．受験票（本人確認のため） 

 

14． 個人情報の取扱いについて 

個人情報については，「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」及び「国立大

学法人東京学芸大学の保有する個人情報の保護に関する規程」に基づいて取り扱います。 

本学に提出する出願書類等に記載された個人情報は，入学者選抜及び合格通知並びに入学手続き

を行うために利用します。また，個人情報は入学後の教務関係（学籍，修学指導等），学生支援関

係（奨学金申請等）及び授業料等に関する業務を行う目的をもって本学が管理します。他の目的で

の利用及び本学の関係教職員以外への提供は行いません。 
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○ 入学料及び授業料免除制度 

＜申請の資格要件（ウェブサイト及び申請要領も参照してください。）＞ 

１．入学料免除 

（1） 経済的理由により入学料の納入が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者。 

ただし，上記に該当しない者であっても，以下の条件に該当し，かつ，入学料の納入が困難

であると認められる場合は，免除の対象となる場合があります。 

（2） 入学前 1 年以内において，本人の学資を主として負担している者が死亡したとき。 

（3） 入学前 1 年以内において，本人又は本人の学資を主として負担している者が風水害等の災害

を受けたとき。 

２．入学料徴収猶予 

入学料免除の上記資格要件（1）～（3）のいずれかに該当する者で，入学時に入学料の納入が困

難な者。 

３．授業料免除等（＊） 

経済的理由により授業料の納入が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者。 

（＊ただし，授業料免除等を希望する学期に休学をした者は，免除等の対象になりません。） 

＜申請受付期間＞ 

平成 31 年 3 月 18 日（月）(必着) 

＜申請書類の入手方法＞ 

入学料免除，入学料徴収猶予及び春学期授業料免除等を希望する場合は，本学のウェブサイトか

ら専用のサイトにアクセスし，申請用紙等をプリントアウトして申請してください。 

東京学芸大学ウェブサイト 学生生活について＞授業料免除・授業料徴収猶予など 

《http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/》 

※本学のウェブサイトから入手が困難な場合は，以下連絡先にお問い合わせください。 

連絡先     東京学芸大学 学生課 学生生活係（電話 042-329-7186） 

＜注意事項＞ 

・ 入学料及び授業料を納入した場合は，入学料免除，入学料徴収猶予及び春学期授業料免除等の申

請はできません。入学料の免除等申請をする者は入学料を，授業料の免除等申請をする者は授業

料を，申請の結果が出るまで納入しないでください。 

・ 入学料及び授業料の免除は，大学の予算の範囲内で行っていますので，所得が基準内であっても

申請者数によっては免除されないことがあります。 

 

○ 日本学生支援機構奨学金の予約採用制度 

  （詳細）日本学生支援機構ウェブサイト《http://www.jasso.go.jp/shogakukin/moshikomi/yoyaku/index.html》 

  本学における『予約採用』制度は既に終了しております。奨学金貸与を希望する場合は入学直後の 

4月に申請する『在学採用』制度をご利用ください。 

  

＜参考＞ 

 申請時期 初回振込時期 

予約採用 
書類配布：平成 30 年 9月 3日～ 
申  込：平成 30 年 10 月中旬 
結果通知：平成 31 年 1月下旬 

平成 31 年 4月 19 日又は 5月 16 日 
※進学届提出時期によって分かれます。 

  

東京学芸大学ウェブサイト 学生生活について＞奨学金・教職特待生制度 

《http://www.u-gakugei.ac.jp/scholarship/》 

 



受験番号 
※ 

①

出願書類等提出明細票 

志 望 す る 

プログラム・   

 サブプログラム 

プログラム 

サブプログラム

氏 名  

本人連絡先 
（電話番号）

出願する書類等は，必ず確認のうえ提出欄に○印又は必要事項を記入し，本票を上にして提出すること。 なお，提出
書類に不備がある場合には，受理しないことがあるので十分注意すること。         (詳細は 6頁参照） 

書類等の名称 提出欄 提出該当者 備 考 

① 出願書類等提出明細票 全 員 

② 入学願書 全 員 

③ 受験票・写真票 全 員 

④ 
入学検定料（30,000 円） 

入学検定料納入確認票 全 員 

入学検定料を振り込み後，「入学検定料納入 

済票（大学提出用）」または「収納証明書」 

を入学検定料納入確認票の所定の欄に貼付 

すること。 

⑤ 卒業（見込）証明書【学部】 全 員 

⑥ 成績証明書【学部】 全 員 

⑦ 
教育職員免許状授与証明書 

又は取得見込証明書 
全 員 

教育職員免許状のコピーは受理しないので 

注意すること。 

⑧ 面接調査書 全 員 

⑨ 課題研究計画書 全 員 

⑩ 教職に関する課題文 全 員 

⑪ 
教育実践研究履歴申告書 

（報告書等を含む） 
現職教員選抜志願者 

別便とする場合は，「提出欄」に「別便」と 明記

すること。 

⑫ 在職証明書 該当者 

⑬ 戸籍抄本等 改姓した者 

⑭ 名票 全 員 

⑮ 受験票送付用封筒 全 員 
長形３号の封筒を用意し郵便番号・住所・

氏名を明記し 362 円分の切手を貼ること。  

⑯ 実務の状況に関する申立書 

現職教員選抜志願

者又は一般選抜の

該当者 

⑰ 入学後の実習に関する予備調査 一般選抜志願者 

⑱ 入学後の修学方法に関する予備

調査 
現職教員選抜志願者 

受 付 1 
※ 

受 付 2 
※ 

月 日 担当： 月 日 担当： 

※印欄は記入しないこと。 

選抜区分 
（該当に☑） 

□ 一般選抜

□ 現職教員選抜



平成 31 年度 

東京学芸大学教職大学院               （第２次募集） 

（教育学研究科教育実践専門職高度化専攻）   入学願書 

② 

受験番号 

※ 

  

 

志望する 

プログラム・ 

サブプログラム 

 

            プログラム             サブプログラム 
（注）学校組織マネジメントプログラムは，現在，教員として在職中の者に限る。 

      

選抜方法等 

（該当に☑） 

 

 

□ 一般選抜        □ 現職教員選抜 

「実務経験による実習単

位の一部免除」希望の有無 

教員として5年以上の勤務経験を有する者は該当に☑ 

□ 有      □ 無 

「１年履修プログラム」 

 希望の有無 

現職教員選抜志願者は該当に☑ 

□ 有      □ 無 
 

フ リ ガ ナ    

ローマ字氏名   

氏   名     

(姓) 

 
      （旧姓     ） 

(名) 

生年月日・ 

年齢・性別 

昭和                H31.4.1 現在 

平成   年   月   日生 （満   歳）  男 ・ 女 

 
 

 
 

 

出 

願 

資 

格 

基 礎 資 格 
(出身大学等) 
（4 頁で自分の 

出願資格が①～

⑧のいずれにあ

たるかを確認の

上、該当する欄に

のみ記入するこ

と） 
 

出願資格 

① ③ 

④ ⑤ 

国立 

公立         大学         学部         学科・課程 

私立 

            昭和･平成    年    月 卒業・卒業見込 

（東京学芸大学卒業(見込)者のみ記入      類      選修･専攻） 

出願資格

② 

＊大学卒業（見込）者は記入しないこと 

学位授与年月日： 平成      年      月     日 

出願資格

⑥ ⑦ 
最終学歴： 

                昭和・平成      年     月 卒業 

出願資格

⑧ 本学入学資格認定年月日 ： 平成    年    月    日 

取 得 教 員 

免 許 状 
（見込を含む） 

種  類  （教 科）   取得年月 (見込) 

   幼稚園・養護教諭 種(級)免許状（    ）    年    月 

学校  種(級)免許状（    ）    年    月 

学校  種(級)免許状（    ）    年    月 

学校  種(級)免許状（    ）    年    月 

現在（出願時）

の身分等 
（H31.3 卒業見込 

 の者は記入不要） 

教員・教育職員・研究職員・会社員・無職・その他（            ） 

勤務先名 
 

電話（    －   －     ） 

職種（                 ） 

           常勤 ・ 非常勤（週        時間） 
＊現職教員選抜の志願者のみ記入 

経験年月数      年    月 
（平成 31 年 3 月末現在） 

＊一般選抜志願者で在職証明書を提出しない者のみ記入 

退職予定期日    年    月 
（合格の場合の予定でも可） 

現 住 所 
合格通知書等 
受 信 場 所 

（〒   －    ） 

 

連絡先電話番号 携帯電話     ―     ― 

 

固定電話     ―     ― 
（現住所以外（実家等）も可） 

１．※印欄は，記入しないこと。 
２．該当する事項を○で囲むこと。 
３．受験票，写真票，名票の記入事項とくい違いのないようにすること。 
４．次葉の記入上の注意をよく読むこと。 

 

写  真 
（４×３㌢） 

 
 

① 上半身脱帽正面向

きで３か月以内に
撮影したものを使
用すること。 

② 受験票，写真票と
同じものであるこ
と。 



氏名            
 

学 
 

 
 

歴 

出  身  校 在 学 期 間 

 年  月 ～   年  月 

 年  月 ～   年  月 

 年  月 ～   年  月 

 年  月 ～   年  月 

 年  月 ～   年  月 

 年  月 ～   年  月 

職 
 

 
 
 

歴 

勤務先・職種（常勤・非常勤の別） 在 職 期 間 

（    ） 年  月 ～   年  月 

（    ） 年  月 ～   年  月 

（    ） 年  月 ～   年  月 

（    ） 年  月 ～   年  月 

（    ） 年  月 ～   年  月 

（    ） 年  月 ～   年  月 

〔記入上の注意〕 
 
１．「学歴」欄について 
  大学入学等から記入すること。高等学校卒業等以前は原則記入不要。ただし、外国において学校教育

における１６年の課程を修了した者は初等教育（小学校）、中等教育（中学校・高等学校）、高等教育
（大学・大学院）において、在籍したすべての学校を記入すること。また、大学等での研究生等とし
ての在籍がある場合には、その期間も記入すること。 

２．「職歴」欄について 
  勤務先・職種は、具体的に記入すること。例えば、○○市立○○○小学校教諭など。 
  また、（  ）には常勤・非常勤の別を記入すること。任期付き常勤教員の場合は，“任期付き”と明

記すること。 

 



  

 

〇受験上の注意 １．受験者は，各試験開始 15 分前に各自の試験室に入室すること。 

２．受験票は，机上に置き，試験監督者の見やすいようにしておくこと。 

この受験票は，入学手続の際に使用するのでその時まで保管しておくこと。 

--------------------------------------------切り取らないこと------------------------------------------ 
  
  

 

 

受 験 番 号 

※ 

フ リ ガ ナ   

氏 名  

生 年 月 日 ・ 
年 齢 ・ 性 別 

昭和 
平成   年   月   日 

平成 31.4.1 現在 
（満  歳） 

 
男・女 

志望する 
プログラム・ 
サブプログラム 

         プログラム    

サブプログラム 
※ 学校組織マネジメントプログラムは，現在，教員として在職中の者に限る。 

選抜方法等 

（該当に☑） 
□ 一般選抜      □ 現職教員選抜  

「実務経験による実習単

位の一部免除」希望の有無 

教員として 5 年以上の勤務経験を有する者は該当に☑ 

□ 有      □ 無 

「１年履修プログラム」 

 希望の有無 

現職教員選抜志願者は該当に☑ 

□ 有      □ 無 

受 験 番 号 

※ 

フ リ ガ ナ   

氏 名  

生 年 月 日 ・ 
年 齢 ・ 性 別 

昭和 
平成   年   月   日 

平成 31.4.1 現在 

（満  歳） 
 
男・女 

志望する 
プログラム・ 
サブプログラム 

         プログラム    

サブプログラム 
※ 学校組織マネジメントプログラムは，現在，教員として在職中の者に限る。 

選抜方法等 

（該当に☑） 
□ 一般選抜      □ 現職教員選抜  

「実務経験による実習単

位の一部免除」希望の有無 

教員として 5 年以上の勤務経験を有する者は該当に☑ 

□ 有      □ 無 

「１年履修プログラム」 

 希望の有無 

現職教員選抜志願者は該当に☑ 

□ 有      □ 無 

平成 31 年度東京学芸大学教職大学院      （ 第２次募集 ） 

（教育学研究科教育実践高専門職度化専攻）     受 験 票 

 
写  真 

（4×3㌢） 

①上半身脱帽正面
向きで３か月以
内に撮影したも

のを使用するこ
と。 

②入学願書，写真票

と同じものであ
ること。 

③ 

         

平成 31 年度東京学芸大学教職大学院      （ 第２次募集 ） 

 (教育学研究科教育実践高専門職度化専攻）     写 真 票  

     ③ 

写  真 
（4×3㌢） 

①上半身脱帽正面
向きで３か月以

内に撮影したも
のを使用するこ
と。 

②入学願書，受験票
と同じものであ
ること。 









H









平成31年度（ 第２次募集 ） ⑩ 

受験番号 
※

教職に関する課題文
【設問】

教職大学院において、学生が共通に学ぶ内容として、次の①～⑤の五つの領域が設定されています。五つのうち

から一つを選択し、その領域に関して教職が抱える具体的な実践的課題をあげ、それに対してあなたが入学後に取

り組みたいと考えることについて1000字以内で説明しなさい。 

＜教職大学院において共通に学ぶ五つの領域＞

①教育課程の編成・実施に関する領域

②教科等の実践的な指導方法に関する領域

③生徒指導、教育相談に関する領域

④学級経営、学校経営に関する領域

⑤学校教育と教員の在り方に関する領域

（次葉へ）

選択した領域 

10 20 

100 

200 

300 

400 



氏名

500 

600 

700 

800 

900 

1000 



A



(1) (8)

A4 (1) (8)







A B C D

A B C D
A B C D

A B C D

A B C D
A B C D

A B C D

A B C D

A B C D
A B C D

A B C D

A B C D
TT A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D
A B C D
A B C D
A B C D
A B C D
A B C D
A B C D

A B C D

A: B: C: D:

A B C D



A B C D
A B C D
A B C D
A B C D
A B C D
A B C D

OJT A B C D

A B C D

A B C D

A B C D
A B C D
A B C D
A B C D
A B C D
A B C D

A B C D



⑰ 

入学後の実習に関する予備調査【一般選抜のみ提出】 

教職大学院修了後の進路希望 □にチェックを入れる（複数可）

（１）校種・教科 

□幼稚園 □小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校

※中学・高校は教科名（          ） 

※社会・地歴・公民・理科については専門科目・分野（ ） 

（２）公私立 

□公立 □私立 □その他（ ） 

（３）希望する自治体 

□東京都 □神奈川県 □横浜市 □川崎市 □相模原市 □埼玉県 □さいたま市

□千葉県 □千葉市 □その他（ ） 

（４）未定の場合 

□未定

特別支援教育高度化

プログラムのみ記入 

□にチェックを入れ

る（複数可）

□特別支援学校（知・肢・視・聴・病） □特別支援学級（知・情）

□通級指導教室（情・言語） □通常の学級

※（ ）内の障害領域については○で囲うこと（知：知的障害、肢：肢体不自由、視：視覚障害、 

聴：聴覚障害病、病：病弱、情：情緒障害等、言語：言語障害） 

受験番号：　　　　　　　　　　　　

氏　　名：　　　　　　　　　　　　



⑱ 

入学後の修学方法に関する予備調査 

【現職教員選抜のみ提出】 

東京学芸大学教職大学院に 2019 年４月に入学後は 

（４つのうちいずれかに☑をお願いします） 

□ １年履修プログラムで履修し、１年での修了を予定

している。 

□ １年目は休業によりフルタイム（平日昼夜間や土日

の集中等）で履修し、２年目は現任校での勤務に戻 

り、夜間や土日等を利用して履修し（大学院設置基 

準第 14 条の特例）２年での修了を予定している 

□ ２年間の休業により、２年間ともフルタイムで履修

し、２年での修了を予定している。（２年目も現任校 

での職務には復帰しない） 

□ 長期履修制度の申請を予定している。

受験番号：　　　　　　　　　　

氏　　名：　　　　　　　　　　
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